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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は、炭素繊維の低価格製造の鍵となる技術についての研究を行ったものであり、原料の

選択および処理工程の最適化により必要な材料的および機械的物性を有した炭素繊維用前駆体ピ

ッチを高収率で製造できること、ならびに加圧によって炭素繊維製造における高コスト工程であ

る酸化不融化処理時間を大幅に短縮できることを実験により証明したものであり炭素材料工学の

発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位に値するものと認める。 
 
 
 
 


